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／一地球温暖化この先は?一一一 、
ペルーのリマで開かれていたCOP20.(国連気候変動枠組条約締約国会議）が12月14日に終

わった。会議では相変わらず、先進国と途上国の間でもめた。

もめたのは2点:①「共通だが差異のある責任」と②「先進国から途上国への支援金」である。

いずれもまとまらず、COP鯉の最大の成果は、会議が決裂しないで、2015年末にパリで行われる

COP21で新しい国際的枠組みを合意するための手続きが維持されたことである｡何も決まらず、

問題が先送りされた。

C02の3大排出国は、中国。米国。インドであり、2か国が発展途上国である。これらの国を含

めた国際的合意ができなければ、C02排出削減の効果がない。国際的合意が作られたとしても、

新しい枠組み開始の目標年は2020年である。その問にも地球表層（大気と海洋）にC02はどんど

ん溜まっていく。日本は原発再稼働をしようとする政府の腰が定まらず、削減目標さえ提出でき

ない。

2013年は、人類の歴史上もっとも暑い年だった。海面上昇により、離島国は、存立さえ脅かさ

れている。日本でも、気象災害が頻発している。世界の平均気温が産業革命時から2℃以上上が

れば、地球の気候システムが変わるといわれている。いわゆる剛R(PointofNoReturn,引き

返しできない点）に近づいている。

最近の懸念材料は､原油価格の急落である。

2013年には1バレルあたり110ドルであった

米国産WTI原油の先物価格は､40ドルに近づ

いている。これはOPECが減産しないこと､世

界の景気減速、米国のシェールガスオイルの

生産拡大のためであるが、第2の石油浪費時

代を招くかもしれない。そうなれば、C02が

今以上に、排出される。地球環境問題は、正

念場を迎えている。

東北大学名誉教授川崎健

セキレイ川名清水谷戸で〈山名氏提偽
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